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主題構成表

主題名 正直に生きる 資料名 「おじいちゃんのめがね」

文溪堂 出典 編集委員会作 （改作）

内容項目１―⑤正直・誠実■

資料の分析 価値の分析■ 正直に、明るい心で元気よく生 ■

①和美は、おじいちゃん 活する。 ・誠実な生き方とは、

のめがねを床に落と 自分の良心に従って

し、片方のつるが取れ うそやごまかしのな

てしまうが、だまって、 ■ い行動をすることで児童の実態

友達の家へ出かけて ・物事の善悪の判断もほぼつい ある。

しまう。 ている。しかし、親や教師の称 ・自分の立場を守るた

賛や叱責が行動の基準となって めや、急場を切り抜

②家へ帰った和美は、父 いることもある。 けるために自分の心

と母のいつもと変わら ・自分が失敗やいたずらをした場 をごまかしたり、他人

ない様子にほっと安心 合でも、叱られるのを逃れるた に対して偽ったりする

する。 めにうそをついたり、ごまかした ことが往々にしてあ

りすることがある。 る。

③次の日、お母さんから ・正直に行動できていないとき ・うそや偽りのない誠

おじいちゃんの家にク は、平気でいられるわけではな 実な行動をすること

ッキーを届けるように く、すっきりせず後ろめたい思い のすがすがしさ、気

お願いされた和美は、 を抱いている。 持ちよさについて共

とぼとぼと歩き出す。 ■ 意識の要因 感させ、良心に従っ

・自分の立場さえ悪くならなけれ て、正直に行動する

④和美は正直におじいち ば、うそやごまかしをしてもいい ことの大切さに気づ

ゃんに謝り、おじいち と思う自己中心的な気持ち。 かせたい。

ゃんから和美のせいで ・ほめられるからやる、叱られる

はないことを聞く。和 からやらないという損得で行動

美はスキップしながら してしまう面がある。

家へ帰る。

■ ねらい

自分がめがねをこわしたと思った和美が、おじいちゃんに謝るまでの行動を考えることを通

して、正直に行動し、明るい心で生活しようとする態度を養う。

■ 展開の構想 ・ ■ 基本発問

・正直に謝ろうか、黙っていようかと葛藤 ○おじいちゃんのめがねの片方のつるが

する和美の気持ちに共感させる。 取れてしまったのを見て、和美はどう思

・自分の失敗をごまかしてしまった不誠実 っただろう。

さに対して、自分自身の良心の呵責に ◎クッキーを届けに、おじいちゃんの家へ

悩む和美の気持ちに共感させる。 向かうとき、和美はどんなことを思ってい

・自分の良心に従って誠実に行動できた たか。

和美の晴れ晴れした気持ちに共感させ、 ○スキップしながら家に帰るときの和美は

誠実に行動しようとする意欲につなげ どんなことを思っていただろう。

る。 ○今までに正直に言えたこと、言えなかっ

たことはなかったか。
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公開授業 ３年○組 授業者 渡辺 郁子

主題名 正直に生きる （１－⑤正直・誠実）

資料名 おじいちゃんのめがね

ねらい 自分がめがねをこわしたと思った和美が、おじいちゃんに謝るまでの行動を

考えることを通して、正直に行動し、明るい心で生活しようとする態度を養う。

めざす姿 学習活動と主な発問 授業の工夫、観点

．導入 ・うそをついてしまったり、ごまかし

てしまったことはありませんか。そ

のとき、どんな気持ちでしたか。

・資料「おじいちゃんのめがね」を

聞く。

展開前段 ○おじいちゃんのめがねのつるが

取れてしまったのを見て、和美は

どんな気持ちになったでしょう。

・どうしよう。

・おじいちゃんに叱られる。

・黙っていれば、分からない。

・謝らなければいけない。

◎クッキーを届けにおじいちゃんの

家へ向かって歩く和美は、どんな

気持ちだったでしょう。

・おじいちゃんは、本当のことを知

っているのかもしれない。

・叱られるかも知れない。

・本当のことを話したら、怒られる

かなあ。

・あのとき、すぐに謝ればよかっ

た。

展開後段 ○スキップしながら帰る和美は、ど

んな気持ちだったでしょう。

・私が壊したのでなくてよかった。

・正直に謝ってすっきりした。

○今までに正直に本当のことが言

えてよかったなあと思ったことは

ありますか。

○教師の説話


